
4名の子ども議員は、当日の開会宣言とすまいるあ
くしょん宣誓を務めたほか、総合司会という重要な
役割を果たしました。また、待機時間には、積極的
に会場内のさまざまなブースを巡り、子ども目線で
の体験リポートを行いました。さらに、会場では取
材を受ける機会もあり、大忙しの1日となりまし
た。滋賀県の魅力や子どもたち向けの取り組みを、
子ども議員ならではの視点でしっかりと伝えてくれ
ました。

すまいるあくしょんフェスタに行ってみた! 
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今回は、子ども議員を代表して米原市で開催された「すまいるあくしょんフェスタ」のお手伝いに、子
ども議員の中から4名が代表して参加してくれました。その時の様子をご報告いたします。

活動内容として…

感謝とこれからの期待

今回参加した4名の子ども議員たち、本当にお疲れさまでした。皆さんの堂々とした姿と責任感のある行
動に心から感謝します。また、今回希望者を募ったときに、多くの子どもたちが希望してくれました。今
後も、子ども議員たちがさまざまな活躍の場を模索するとともに、子ども議員の新しい挑戦に取り組む
姿をお届けしていきます。どうぞお楽しみに！

子ども議員の挑戦と意義
子ども議員が県の公式イベントに参加し、重要な役割を担うのは非常に珍しい取り組みです。今回の参加を
通じて、子どもたちは、単なる体験ではなく、「代表」としての責任感を強く感じる貴重な経験をしました。
また、滋賀県の取り組みや魅力を広める中で、地域と深く関わる意識が芽生えたことは大きな成果です。自
分たちの声を届けるという責任を果たした4名の姿は、ほかの子ども議員や地域の人々にも良い刺激となっ
たことでしょう。


